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要  約 

ヨウ化メチル剤くん蒸処理時の被覆フィルム下の空間確保のためのスペーサーおよび処理後の耕起

によるガス抜きの有無が，露地ショウガ根茎腐敗病の防除効果に与える影響は小さかった．処理期間

については，14 日間処理は高い防除効果がみられ，3 日間処理は 14 日間処理よりやや劣った．ヨウ化

メチル剤処理 1 年後に水稲を移植すると，ヨウ素過剰症状である葉の黄化，赤褐色の微小な斑点およ

び葉先枯れ症状を生じるとともに，葉数，分げつ数および草丈の抑制がみられた． 2 年および 3 年連5 

続して水稲を移植した場合でも，葉の障害や生育抑制を生じた．また，ヨウ化メチル剤処理ほ場で冬

期に湛水処理を行っても，水稲のヨウ素過剰症状の発生軽減効果は認められなかった．  
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